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公共下水道東宇治処理区の供用開始予定地域

六
地
蔵
・
木
幡
の
一
部
地
域
で

　
市
で
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
、
美
し

く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
生
活
環

境
の
向
上
を
目
標
に
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら

公
共
下
水
道
の
建
設
工
事
を
進
め
て
来
ま
し
た

が
、
こ
の
程
、
宇
治
川
右
岸
の
東
宇
治
処
理
区

の
第
一
期
工
事
の
主
要
部
が
ほ
ぼ
完
成
。
い
よ

い
よ
本
年
八
月
か
ら
六
地
蔵
・
木
幡
の
一
部
で

供
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
宇
治
処
理
区
の
事
業
計
画
は
、

当
面
、
第
一
期
工
事
の
内
、
処
理

面
積
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
人
口
五

千
三
百
人
、
Ｅ
量
三
千
五
百
立
方

メ
ー
ト
ル
の
処
理
能
力
か
痔
つ
東

宇
治
下
水
処
理
場
の
完
成
を
目
指

す
も
の
で
、
約
六
十
八
億
円
（
用

地
費
を
含
む
）
の
事
業
費
で
進
め

て
い
求
丁
。

　
工
事
は
順
調
に
は
か
ど
り
、
完

成
ま
で
間
近
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
後
、
機
械
・
計
装
類
の
調
整
や
、

汚
水
処
理
の
試
運
転
な
ど
の
た
め

の
準
備
期
間
を
経
て
、
本
年
八
月

か
ら
市
民
待
望
の
公
共
下
水
道
が

供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。
対
象
地
域

は
、
既
に
下
水
道
本
管
の
敷
設
工

事
が
終
わ
っ
て
い
る
六
地
蔵
・
木

幡
の
一
部
約
千
七
百
戸
、
面
積
約

二
十
四
ベ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

　
供
用
開
始
に
な
る
と

　
処
理
場
や
下
水
道
管
な
ど
の
施

設
が
使
用
出
来
る
状
態
に
な
れ
ば

　　　’　　　　　　　　かんきよ▲東宇治１号汚水幹線の管渠工事（地

　下約10mの位置にシールド工法で）

　
本
市
の
公
共
下
水
導
訂

圃
は
、
宇
治
川
右
岸
の
東

雲
訳
理
区
と
左
岸
の
洛

南
処
理
区
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
束
宇
治
処
理
区
は

本
市
が
独
自
に
整
備
す
る

下
水
道
で
、
洛
南
処
理
区

は
京
都
府
を
中
心
に
推
進

市の公共下水

道計画

市
は
「
供
用
開
始
」
の
公
示
を
し

て
、
地
域
や
開
始
日
差
ｍ
民
の
皆

さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
毒
ｙ
。

　
そ
し
て
、
こ
の
地
域
内
に
土
地
・

建
物
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
便

所
の
水
洗
化
や
台
所
、
ふ
ろ
’
場
な

ど
の
牛
活
排
水
の
接
続
替
え
聚
竹

。
い
、
汚
水
を
公
共
下
水
道
へ
流
す

ぶ
つ
に
し
て
い
た
な
里
子
。

　
汚
水
と
雨
水
を
分
け
る

　
本
市
の
公
共
下
水
道
は
、
汚
水

と
雨
水
を
別
々
に
流
す
「
分
流
式
」

で
す
。
台
所
、
ふ
ろ
場
、
便
所
な

ど
の
汚
水
だ
け
を
下
水
道
へ
、
雨

水
は
今
ま
で
通
り
溝
や
水
路
に
流

す
ぷ
つ
に
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
水
洗
化
は
い
つ
ま
で
に

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
ほ
域
で

は
、
供
用
開
始
後
三
年
以
内
に
く

し
て
い
る
木
津
川
流
域
下

水
道
の
関
連
事
業
で
す
。

　
東
宇
治
処
理
区
の
事
業

計
画
は
、
全
体
で
は
処
理

面
積
八
百
四
十
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
人
口
九
万
一
千
人

処
理
能
力
Ｅ
量
六
万
三
千

五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
。

み
取
り
式
便
所
を
水
洗
便
所
に
改

造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
未
了
。
台
所
、
ふ
ろ
場
、

洗
濯
場
な
ど
の
排
水
も
、
出
来
る

だ
け
早
く
下
水
道
へ
流
せ
る
ぷ
つ

に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
浄
化
槽
式
の
便
所
は

　
し
尿
浄
化
槽
奎
呪
用
し
て
い
る

便
所
は
、
既
に
水
洗
化
さ
れ
て
い

る
の
で
、
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
直

接
下
水
道
へ
流
す
よ
う
接
続
替
え

し
康
ｆ
ｙ
。
マ
ン
シ
ョ
ン
ー
ア
パ
ー

ト
、
住
宅
団
地
な
ど
の
浄
化
槽
の

場
合
も
同
様
で
す
。

　
　
工
事
は
公
認
業
者
で

　
水
洗
便
所
や
浄
化
槽
の
接
続
替

え
な
ど
の
排
水
設
備
工
事
は
、
宇

治
市
の
排
水
設
備
工
事
公
認
業
者

で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
季
子
。
必
ず
公
認
業
者
に

施
工
の
依
頼
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

工
事
に
関
す
る
市
へ
の
手
続
き
な

　
市
の
行
事
予

定
や
予
防
接
種

な
ど
の
保
健
予

防
日
程
表
な
ど

か
掲
載
し
た
、

六
十
ｚ
憲
肢

　
「
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
と
手
び
き
」

は
、
三
月
上
旬

か
ら
各
町
内
・

自
治
会
長
六
λ

の
ご
協
力
を
得

て
各
家
庭
に
配

布
中
で
す
。

市民カレンダーと手引きを配布中

　
町
内
・
自
治
会
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
市
役
所
広
報
課

ま
で
お
越
し
い
た
だ
ぐ
か
、
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

戸
ほ
、
公
認
業
者
が
代
行
し
示
ｙ
。

　
公
共
下
水
道
は
、
清
潔
で
快
適

な
牛
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は

無
ぐ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、

そ
の
建
設
に
は
長
期
に
わ
た
っ
て

多
額
の
費
用
が
か
か
り
未
了
。
出

来
上
が
っ
た
施
設
か
肴
効
に
利
用

し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
に
、
供
用
開

始
に
な
れ
ば
一
日
も
早
ぐ
排
水
設

備
の
工
事
奮
フ
フ
よ
ラ
お
願
い
し

jl

（
下
水
道
課
）

宇
治
市
排
水
設
備

工
事
公
認
業
者

㈱
新
下
工
業
　
⑩
0
9
4
6

池
田
工
業
所
　
　
⑩
2
6
8
0

ウ
エ
ダ
管
工
業
㈱
⑩
5
2
2
3

宇
治
川
工
業
所
⑩
8
6
8
8

ウ
チ
ラ
管
工
事
㈱
⑩
1
1
4
1

大
川
設
備
　
　
⑩
6
2
7
5

㈲
木
下
工
業
所
　
⑩
2
6
8
9

久
保
田
工
作
所
　
⑩
5
5
6
4

京
南
ガ
ス
設
備
㈱
⑩
1
1
2
2

㈱
彩
光
設
備
　
⑩
5
6
3
0

関
口
工
業
㈱
　
⑩
ａ
８

㈲
照
喜
名
工
業
所
⑩
3
6
6
1

南
郷
工
業
所
　
　
冊
ｊ
１
０

西
岡
工
業
㈱
　
⑩
８
５
１

西
津
設
備
工
業
　
＠
7
5
5
6

西
田
工
業
所
　
　
⑩
8
2
5
5

松
林
工
業
㈲
　
⑩
6
4
6
8

森
田
水
道
工
業
所
⑩
3
4
2
9

㈱
森
工
業
所
　
　
⑩
1
4
7
4

山
田
工
業
㈱
　
Ｑ
i
ｏ
ｏ
j
c
ｏ
２

　
四
月
末
日
ま
で
、
文
化
セ
ン

タ
ー
各
館
（
折
居
台
一
丁
目
）

や
宇
治
公
民
館
（
宏
重
尻
七

一
卜
九
）
、
木
幡
公
民
館
（
木

幡
内
畑
三
四
レ
七
）
、
小
倉
公

民
館
（
小
倉
町
寺
内
九
一
）
に

カ
レ
ン
ダ
ー
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）
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４
月
６
日
は
投
票
日

　
京
都
府
知
事
の
任
期
が
四
月
十
　
京
都
府
知
事
選
挙
が
四
月
六
日
間

五
日
に
満
了
ず
る
の
に
伴
っ
て
、

一

に
行
り
れ
李
７
．
私
た
ち
の
牛
活

一

に
直
結
し
た
府
政
の
代
表
者
m

幸
ハ
切
な
雙
冠
す
。
候
補
者
の

政
見
や
人
柄
を
よ
く
考
兄
、
棄
権

し
な
い
で
、
あ
な
た
の
一
票
を
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
投
票
時
間

　
促
蒔
間
は
、
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
。
た
だ
し
、
第
1
7
・

1
8
投
票
所
は
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

▼
投
票
の
注
意
点

　
昼
用
紙
に
は
、
選
挙
公
報
や

区分 投票所の施設名 所在地

１
３

）
）

１

０
１
２
３
４
Ｓ
６
７
８
９
０
２
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
３
１
２
３
４５

川　東　集　会　所

宇治中学校体育館

・4幼稚園遊戯室

宇治市職貝会館大会議室

城南a 集会所

白　川　集　会　所

槙鳥£ 民分館

≪ 鳥保育所遊tl.室

宇治市小倉公民館会議室

伊勢田小学校体育館

開　公　民　分　館

広野公民分館

木幡保育所遊戯室

宇洽小学校体育館

毫　這　集　会　所

喜　揖　会　館

笠取小学杖体育館

笠取第二小学校体fT館

旦　椋　公　会　堂

小倉小学杖体Bit

六地蔵公会堂

宇治労働セツルメント

大久保小学杖体育館

小倉幼it 園遊戯室

東宇治中学校体育館

宇治高等学校体育館

木幡小学校体育館

西大久保小学校体iT館

南部小学校体育館

岡S小学校体育館

青少年文化研(iil場寿一■iSあ

南小倉小学杖体n館

西小倉小学校体冑館

御蔵山小学校体育館

神明小学杖体育館

緑ヶ原集会所

北小倉小学校体B館

槙ti小学杖体育館

西字治中某杖体育館

西小倉集会所

平盛小学校体育館

大関小学校体育館

明　星　集　会　所

宇治市木幡公民館会議室

北横鳥小学杖体育館

宇lij東内21の乙

宇洽矢落siの１

宇冶妙楽128の１

宇冶下居13の１

神明宮東88

白川姿婆山16の１

横臨町北内24の２

横臨町南落S-17の２

小倉町寺内91

伊勢田町井尻3

関町44

広野町西裏94の1

木幡w.中10の２

五ヶ庄三番fil27

尾道河原7の１

志津川北組7の２

西笠取石If,22

炭山直谷21

大久保町北ノ山107

小倉町西畑13

六地m奈良町35の10

宇冶里尻71の５

広野町中島i

小倉町南掘池io5

五ヶ庄池ノ浦36の１

尾道谷下り31

木幡赤!jli44

大久保町旦椋25

五ヶ庄戸ノ内15の１

五ヶ庄寺界道^の３

五ヶ庄三番割34の15

小倉町南if 40の１

伊勢田町避田69

木幡御蔵山39の４

神明石塚32

広野町新成田27

小倉町掘11172

横島町吹前35

伊勢田町南山21の１

小倉町南Sgill!52の３

大久保町平5S91の３

広野町大BS35

明星≫T1丁目9の87

木幡内畑34の７

横島町本S敷40の２

投
票
所
内
の
氏
名
掲
示
表
な
ど
で

候
補
者
名
を
確
認
し
て
、
正
確
に

書
い
て
ぐ
だ
さ
い
。

身近で

　大切な選挙です

今回から投票区の増設も

　
な
お
、
投
票
整
理
券
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
り
、
忘
れ

た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
限
り
投
票
が
出
来

未
1
7
。
響
雨
の
受
付
係
に
申
し

出
て
い
た
だ
き
、
整
理
券
の
再
発

行
を
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
投
票
所

　
各
投
票
所
と
所
在
地
は
上
表
の

と
お
り
で
す
。
今
回
の
知
事
選
挙

か
ら
次
の
と
お
り
一
謀
反
の
増

設
と
一
部
雲
蘆
域
の
変
墨
存

い
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
鴛

　
〈
投
粟
区
の
新
設
〉

　
第
4
5
投
票
区
（
北
横
島
小
学
校

体
育
館
）
・
・
・
・
横
島
町
土
ハ
、
十
八
、

二
十
四
、
三
十
五
、
千
足
。
清
水
、

本
屋
敷
、
目
川
の
全
部
と
、
落
合

の
一
部
（
目
川
雨
水
幹
線
よ
り
東

側
）
。

　
〈
投
票
区
の
変
更
〉

●
羽
戸
山
と
そ
の
周
辺
地
域
…
羽

　
戸
山
全
部
政
尉
浸
票
区
（
青

　
少
年
文
化
研
修
道
場
）
に
、
菟

　
道
東
隼
上
り
の
全
部
m
2
6
投

　
票
区
（
宏
嵩
校
）
に
変
男

●
天
神
台
と
で
の
周
辺
地
域
・
：
天

　
神
台
の
全
部
、
宇
治
天
神
の
全

　
部
、
宇
治
御
廟
の
全
部
政
？

　
響
図
（
字
治
中
学
校
）
へ
変
男

●
第
＆
投
票
区
（
横
島
保
育
所
）

　
の
南
部
地
域
・
・
・
槙
島
町
大
町
４

　
～
4
2
番
地
、
4
4
－
4
8
番
地
と
島

　
前
６
番
地
、
？
6
5
番
地
、
6
7

　
番
地
を
第
3
8
投
票
区
（
横
島
小

　
学
校
）
に
変
更
。
横
島
町
五
才

　
田
2
2
番
地
、
2
6
～
3
0
番
地
、
3
3

　
～
5
2
番
地
、
5
5
～
7
2
番
地
、
一

　
町
田
5
0
～
6
7
番
地
、
7
1
－
9
6
番

　
地
、
月
夜
4
1
～
5
1
番
地
m
＜
ｙ
>

　
投
｀
図
（
小
倉
公
民
館
）
に
変

　
更
。
　
（
選
挙
管
理
委
員
白

京
都
府
知
事
選
挙

下水道が供用開始へ

本年8月から
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(その121)

　
元
禄
十
一
年
三
月
三
日
（
一

六
九
八
年
四
月
十
三
日
）
、
宇
治

郷
西
町
（
宇
治
弐
番
）
の
茶
師
酒

屋
肴
宅
か
ら
燃
え
上
が
つ
た

火
の
手
か
、
折
ひ
か
ら
の
強
い

西
風
に
あ
お
ら
れ
て
東
に
燃
え

広
が
り
、
宇
治
の
町
の
中
心
部

忽
宵
尽
ぐ
し
た
。

　
大
火
事
と
い
え
ば
、
こ
れ
よ

り
二
十
八
年
前
に
も
発
生
。
寛

文
十
年
三
月
二
十
五
日
（
一
六

七
〇
年
五
月
十
四
日
）
、
今
の
宇

治
神
社
御
旅
所
東
側
付
近
か
ら

国
鉄
宇
治
駅
付
近
に
か
け
て
の

屋
敷
や
茶
園
が
焼
失
。
茶
師
の

堀
真
朔
や
河
村
宗
順
、
祝
正
久
、

中央・木幡・小倉公民館で受講生募集

竹
田
道
雲
ら
か
被
災
し
た
。

　
当
時
、
三
月
と
い
え
ば
茶
摘

み
は
既
に
始
ま
り
、
製
茶
作
業

も
行
わ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
茶

師
に
と
つ
て
は
大
変
な
被
害
で

あ
つ
を
ぢ
。
こ
の
大
火
は
、

宇
治
郷
民
に
大
変
な
損
害
か
彼

ら
せ
た
。

れ
る
。
ち
な
み
に
、
元
禄
三
年

の
宇
治
郷
で
は
千
百
七
十
六
軒

の
戸
数
が
あ
つ
た
が
、
同
十
三

年
に
は
九
百
九
十
一
軒
と
一
五

刄
も
減
少
。
当
然
、
こ
の
大
火

が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
火
は
別

に
「
お
亀
の
火
」
と
も
呼
ば
れ
て

火
事
に
対
す
る
教
訓
べ
こ
の

よ
う
な
形
で
後
世
に
伝
え
ぷ
つ

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
寛
文
に
続
き
、
元
禄
の
大
火

で
再
び
家
や
茶
園
、
製
茶
道
具

か
夭
つ
た
茶
師
は
莫
大
な
損
害

か
擾
つ
た
。
た
だ
で
さ
え
、
幕

府
や
大
名
か
ら
多
額
の
借
財
を

元
禄
の
大
火

　
元
禄
の
大
火
で
は
、
茶
師
の

居
宅
を
は
じ
め
、
農
・
商
家
約
五

百
五
十
軒
、
教
栄
寺
、
蔵
勝
庵
な
‘

ど
の
寺
院
、
茶
園
十
町
が
焼
失
。

別
の
史
料
で
は
、
午
前
十
時
ご

る
裂
年
後
三
時
ご
ろ
ま
で
五

時
間
焼
け
続
け
、
二
千
軒
が
被

災
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
誇
張
し
た
表
現
と
考
え
ら

　
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
現
代

社
会
に
対
応
す
る
、
豊
か
な
知
識

や
教
養
か
身
に
つ
け
て
、
健
康
で

恚
殆
い
に
満
ち
た
老
後
の
牛
居

夕
送
つ
て
い
た
だ
ぐ
た
め
に
、
今

年
も
、
中
央
・
木
幡
・
小
倉
公
民

館
の
三
館
で
高
齢
者
教
室
を
開
設

し
ま
す
。

　
毎
年
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
楽
し

く
学
習
し
て
い
卓
子
。
あ
な
た
も

ぜ
ひ
、
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

い
る
。
酒
多
家
の
女
中
お
亀
が
、

同
家
の
息
子
に
恋
慕
し
た
が
遂

げ
ら
れ
ず
、
そ
の
恨
み
を
晴
ら

す
た
め
、
同
家
に
放
火
レ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
お
亀
は
捕
え

ら
れ
、
郷
中
引
き
回
し
の
上
処

刑
さ
れ
、
そ
の
塚
が
大
和
街
道

沿
い
に
立
て
ら
れ
た
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
伝
承
で
あ
る
。

宇
治
鳳
凰
大

学
　
こ
の
大
学
は
、
四
ヵ
年
で
四
コ

ー
ス
を
終
了
し
て
卒
吊
右
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
・
：
6
5
歳
以
上
の
市
民
。

▼
開
設
期
間
と
時
間
・
・
・
５
月
か
ら

　
翌
年
３
月
ま
で
全
1
4
回
、
午
前

　
９
時
半
～
正
午
。

▼
会
場
と
開
講
日
・
・
・
中
央
公
民
館
、▲講師と共に楽しく学ぶ(宇治鳳凰大学から）

し
困
窮
し
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
茶
師
は
追
い
打
ち
を
か
け

ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
人
々
は
、
こ
の
よ
ラ
な
苦
し

い
状
況
下
で
町
の
復
興
に
取
り

組
吏
｀
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

町
は
い
ず
れ
復
興
さ
れ
る
。
し

か
し
、
一
端
焼
失
し
た
古
文
書

や
絵
画
、
彫
刻
な
ど
の
貴
重
な

　
５
月
1
5
日
出
。

▼
募
集
コ
ー
ス
と
定
員
（
先
着
順
）

　
・
：
①
文
学
歴
史
コ
ー
ス
ー
8
0
人

　
②
健
康
管
理
コ
ー
ス
ー
8
0
人
③

　
政
治
経
済
コ
ー
ス
＝
7
0
人
④
社

ニ
ー
一
一
福
祉
コ
ー
ス
＝
5
0
人
。

▼
申
し
込
み
・
：
は
が
き
に
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

　
号
、
希
望
コ
ー
ス
を
書
い
て
、

　
４
月
２
日
出
か
ら
４
月
1
4
日
囲

　
ま
で
に
中
央
公
民
館
宇
治
鳳
凰

　
大
学
へ
。
既
に
在
籍
し
て
い
る

　
人
は
、
申
し
込
み
不
要
。

木
幡
許
乃
国
教
室

小
倉
高
齢
者
教
室

　
こ
の
二
つ
の
教
室
は
、
そ
れ
ぞ

れ
一
年
間
で
終
了
し
ま
す
が
、
毎

○宇治市中央公民館…折居台１

　の1 （aR 14 11）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

　34の7 （aR 8 2 9 0）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

　内91 (a⑩4 6 8 7)

文
化
財
が
元
に
復
す
る
こ
と
は

な
い
の
で
あ
る
。

Ｏ
－
○
―

　
「
宇
治
市
史
」

全
ハ
巻
（
第
二

巻
は
品
切
れ
。

五
月
下
旬
に
増

刷
予
定
）
砥
。
宇

治
市
史
年
き

は
、
歴
史
資
料

館
で
発
売
中
。

価
格
は
名
巻
共

四
千
円
。
郵
送

を
ご
希
望
の
人

は
、
書
籍
代
の

外
に
、
郵
送
実

費
と
し
て
一
冊

に
付
き
五
百
円

が
必
要
。
詳
し

ぐ
は
、
歴
史
資

料
館
（
宇
治
市

折
居
台
一
－
一
・

年
入
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

▼
対
象
…
6
5
歳
以
上
の
市
民
。

▼
開
設
期
間
と
時
間
・
・
・
５
月
か
ら

　
翌
年
３
月
ま
で
の
全
1
5
回
、
午

　
前
９
時
半
ト
正
午
。

▼
会
場
と
開
講
日
・
・
・
木
幡
公
民
館

　
が
５
月
1
3
B
㈹
、
小
倉
公
民
館

　
が
５
月
1
4
日
叫

▼
学
習
内
容
…
健
康
管
理
、
文
学

　
歴
史
、
政
治
経
済
、
社
会
福
祉

豊
⑩
1
3
1
1
）
へ
、
お
問
い

ふ
Ｂ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
ゴ
歴
史
資
料
磐

大火による類焼地

　
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
学
習
。

▼
定
員
（
先
着
順
）
・
・
・
木
幡
公
民

　
館
1
5
0
人
、
小
倉
公
民
館
1
2
0
人
。

▼
申
し
込
み
・
：
は
が
き
に
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

　
号
、
「
高
齢
者
教
室
受
講
希
望
い

　
と
書
い
て
４
月
２
日
團
か
ら
1
4

　
日
側
ま
で
に
ご
希
望
の
公
民
館

　
へ
。

　
（
中
央
・
木
幡
・
小
倉
公
民
館
）

やましろの大池
―巨椋池のうつりかわり一

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
今
年
度

の
企
画
展
の
テ
ー
マ
を
「
巨
椋

池
再
現
」
と
し
て
、
山
城
地
方

と
巨
椋
池
の
か
か
わ
ひ
を
地
図

や
写
真
、
民
具
な
芦
芯
紹
介
。

四
月
四
日
か
ら
は
、
春
の
企
画

展
「
や
ま
１
　
ろ
の
大
池
－
巨
椋

池
の
う
つ
黒
夥
り
」
を
開
き

卓
子
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
古
代
か

巨
椋
池
の
移
り
罪
幻
り
夕
地
図

や
写
真
で
た
芦
る
ほ
か
、
漁
業

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
４
月
４
日
吻
～
６

月
2
9
日
面
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
。
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館

▼
と
こ
ろ
…
歴
史
資
料
館
▼
問

い
ふ
Ｂ
せ
・
：
歴
史
資
料
館
（
公

⑩
1
3
1
1
）
へ
。
入
場
無
料
。

　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

宇
治
高
齢
者
事
業
団
へ

　
仕
事
の
提
供
を

　
宏
嵩
齢
者
事
業
団
は
、
働
く

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
集
ま
り
、

共
同
で
仕
事
に
従
事
し
、
老
後
の

恚
晏
定
と
ま
き
が
い
が
得
ら
れ

る
ぷ
つ
に
と
、
八
年
前
に
設
立
。

　
こ
の
問
、
府
や
市
か
ほ
じ
め
、

民
間
事
業
所
や
個
人
か
ら
の
仕
事

依
頼
は
次
第
に
増
加
。
ま
た
、
昨

年
か
ら
ピ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
公
于

掛
け
る
な
ぺ
新
し
い
仕
事
の
開

拓
に
も
努
力
し
て
い
未
了
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
団
員
数
に

応
じ
た
仕
事
が
不
足
。
高
齢
者
の

経
験
と
能
力
か
千
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
皆
右
ん
の
忌
謡
や
事
業
所
で

次
の
よ
ラ
な
仕
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
事
業
団
（
棋
島
町
外
―
の
３
・

豊
⑩
2
8
9
9
）
ま
た
は
市
９
屏

交
通
労
政
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
〈
仕
事
の
種
類
〉

　
Ｉ
ビ
ル
・
事
務
所
の
管
理
・
清

掃
品
舌
地
の
除
草
ふ

れ
・
簡
単
な
大
工
仕
事
・
蜃

伝
い
ひ
留
守
番
・
そ
の
他
、
ご
相

談
に
応
じ
柔
す
。

　
　
団
員
を
募
集

　
五
十
五
歳
以
上
の
退
職
者
な
ど

で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
事

業
団
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
琉

　
時
間
は
、
平
日
が
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午

前
中
だ
け
。
日
曜
日
は
休
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
～
1
5
日

　
四
月
六
日
か
ら
６
　
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
一
斉
に
展
開
さ

れ
未
了
。
正
し
い
交
通
ル
ー
ル

か
身
に
つ
け
、
思
い
や
り
の
あ

る
交
通
マ
ナ
１
‐
泰
実
践
し
、
事

故
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

身につけよう

正しい交通ルール

　
宇
治
市
交
通
安
全
対
策
協
議

会
を
中
心
に
、
期
間
中
、
○
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
推
進
Ｏ
旱
戸
石
と
高
齢
者

の
事
故
防
止
Ｏ
無
謀
運
転
の
追

放
を
重
点
目
標
に
運
動
が
進
め

ら
元
未
了
。
ま
た
、
市
と
宇
治

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

宇
治
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、

昭和60年中の交通事故発生状況(前年比)
左
表
の
啓
謹
錫
や
交
通
安
全

の
催
し
か
行
い
未
ず
］
。

　
と
こ
ろ
で
、
市
内
の
交
通
事

故
は
、
右
表
の
様
に
発
生
件
数
、

死
者
数
、
負
傷
者
数
と
も
増
加

し
て
い
季
ｙ
。
特
に
死
者
数
で

は
、
近
年
最
悪
で
あ
つ
た
一
昨

年
か
王
回
る
数
字
と
な
つ
て
い

ホ
チ
。

　
交
通
事
故
の
無
い
明
る
い
町

づ
く
り
の
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や

ヘ
ル
メ
″
ト
か
着
用
し
、
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を
、
ま
た
歩

く
人
も
必
ず
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
（
交
通
労
政
課
）

［ 発生件数 死者数 負傷者数

宇治市内　884(十94) 　11（十1） 聯
京都府下17,839
(十722)　200(－18)

22,604
(十709)

春
の
市
民
文
化
祭

出
展
作
品
を
募
集

４月15日まで▲市民の力作を鑑賞(60年５月、

　春の市民文化祭)

　
春
の
市
民
文
化
祭
は
、
五
月
三

日
か
ら
五
日
ま
で
中
央
公
民
館
で

開
催
Ｌ
ぶ
チ
。
作
品
展
示
に
あ
な

た
の
力
作
を
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

▼
募
集
作
品
・
・
・
牛
び
花
、
額
装
品
、

　
文
芸
（
短
歌
・
俳
句
）
、
盆
栽
、

　
園
芸
、
書
道
、
写
真
、
陶
工
芸
、

　
手
工
芸
な
ぺ

▼
参
加
資
格
・
：
市
民
ま
た
は
市
内

　
に
通
勤
・
通
学
ず
る
ア
マ
チ
ュ

　
ア
。

▼
申
し
込
み
・
問
な
Ｂ
せ
・
：
４

　
月
1
5
日
ま
で
に
、
市
民
文
化
祭

　
実
行
委
員
会
事
務
局
（
社
会
教

　
育
課
内
・
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
作
品
の
搬
入
は
、
５
月
２
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
の
間
に

お
願
い
し
濠
す
。
（
社
会
教
育
課
）

歴史資料館企画展　巨椋池再現

高齢者教室　生きがいのある老
後を

宇
治
市
史
の
窓

期
間
中
の
催

し
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近鉄伊勢田駅前

自転車駐車場を開設

き
ょ
う
か
ら
有
料
で

　
近
鉄
伊
勢
田
駅
周
辺
の
放
置
自

転
車
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
に
、

四
月
一
日
か
ら
市
営
で
有
料
の
近

鉄
伊
勢
田
駅
前
第
一
自
転
車
等
駐

車
場
を
開
設
し
康
了
。
駅
周
辺
の

機
能
回
復
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
▼
所
在
地
・
・
・
左
下
図
▼
収
容
台

数
…
3
1
5
台
（
自
転
車
・
バ
イ
ク
）

▼
開
設
期
間
・
時
間
・
：
毎
年
１
月

４
日
～
１
Ｃ
Ｍ
月
3
1
日
。
午
前
６
時
半

～
午
後
1
0
時
半
▼
料
金
・
：
右
下
表
。

　
市
で
は
、
国
鉄
や
私
鉄
の
駅
周

辺
に
放
胃
百
れ
て
い
る
自
転
車
・

バ
イ
ク
を
解
消
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
市
内
七
ヵ
所
に
自
転
車
等
駐

車
場
を
設
研
一
す
る
一
方
、
啓
m

動
や
撒
去
夕
遥
め
て
き
ま
し
た
。

し
ぶ
し
、
放
置
さ
れ
る
自
転
車
・

バ
イ
ク
は
後
か
絶
た
ず
、
付
近
の

環
境
や
人
々
の
牛
活
に
深
刻
な
影

響
を
ら
疋
て
い
求
了
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
ぷ
フ
な
状
況
を

解
消
し
、
市
民
牛
居
の
向
上
を
図

る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
民
営
の
伊
勢

田
自
転
車
預
り
所
蔵
市
営
の
有

料
自
転
車
等
駐
車
場
と
し
て
新
た

に
管
理
運
営
し
、
積
極
的
な
利
用

を
啓
発
し
て
い
曝
示
ｙ
。
こ
れ
は

伊勢田駅前自転車等駐車場の料金表

駐車
場名匹こ 自転車

自動二輪車

(I25cc以下)

第
１

駐

車

場

定

期

分

１ヵ月　　　　円1.500 　　　　円2.000

３ヵ月　　　　円4.000 　　　　円5.500

６ヵ月
　　　　円8.000 　　　　円11.000

一時預り分100(1回)150(l[ll)

時間外留置100(1日)150(1日)

第
２

駐

車

場

定

期

分

１ヵ月　　　　円1.000

＼３ヵ月　　　　円2,800

6ヵ月 　　　　円5,500

市
営
の
有
料
自
転
車
等
駐
車
場
と

し
て
は
近
鉄
大
久
保
駅
前
に
次
い

で
四
番
目
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
他
の
国
鉄
・
私
鉄
駅

前
に
つ
い
て
も
、
駐
車
場
と
し
て

の
条
件
が
整
っ
た
段
階
で
、
利
用

者
自
ら
の
社
会
的
責
務
か
果
た
し

て
い
た
が
で
点
か
ら
な
、
管
理
運

営
体
制
か
禿
実
さ
せ
る
点
か
ら
石
、

順
次
有
料
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
康
ｙ
。

　
な
お
、
現
在
無
料
で
開
放
し
て

い
る
駅
西
側
の
自
転
車
等
駐
車
場

は
、
近
鉄
伊
勢
田
駅
前
第
一
自
転

車
等
駐
車
場
の
開
設
と
同
時
に
閉

鎖
・
整
備
し
、
新
た
に
五
月
上
旬

に
近
鉄
伊
勢
田
駅
前
第
二
自
転
車

等
駐
車
場
と
し
て
開
設
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

※第２駐車場は,5月上旬開設で自転車の■期駐車専用て:-i".

お
知
ら
せ

　
市
奨
学
生
を
募
集

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
市
奨
学
生

か
募
集
し
ま
す
。

　
▼
対
象
…
本
人
と
保
護
者
が
市

内
に
引
泣
堅
百
年
以
上
居
住
し

　
（
学
校
が
遠
い
た
め
本
人
だ
け
が

下
宿
し
て
い
る
場
合
も
含
む
）
、

学
資
の
支
出
が
困
難
で
、
他
の
奨

学
金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
人
▼

募
集
人
数
…
若
干
名
▼
貸
付
月
額

・
・
・
高
校
生
＝
公
立
四
千
五
百
円
、

私
立
八
千
円
。
高
四
居
す
五
千
円
。

大
学
生
＝
国
公
立
八
千
円
、
私
立

一
万
一
千
円
▼
返
済
方
法
・
・
・
貸
付

期
間
終
了
後
、
１
年
間
据
え
置
き
。

2
0
年
返
済
▼
申
し
込
み
・
：
願
書
と

学
校
長
の
推
薦
調
書
（
用
紙
は
福

祉
課
に
あ
り
ま
ず
）
に
、
成
績
証

明
書
、
在
学
証
明
書
奮
添
え
て
、

４
月
3
0
日
ま
で
に
福
祉
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
臨
時
職
員
を
募
集

　
市
で
は
、
保
健
婦
の
ア
ル
バ
イ

　
市
で
は
、
在
宅
寝
た
き
昨
老

人
農
地
し
て
い
る
家
族
が
。

一
定
の
理
由
で
介
護
が
困
難
な

時
、
そ
の
お
年
寄
ひ
を
一
時
的

に
老
人
ホ
ー
ム
へ

保
護
す
る
在
宅
老

人
短
期
保
護
事
業

制
度
か
設
け
て
い

ま
ず
。

ｙ・゜゛｀●｀

お願い

　
毎
月
、
お
子
｛
ん
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
車
ふ
、

今
回
は
応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
六
十
年
四
月
生
去
芯
お
子
さ
ん
か
募
集
し
て
い
ま

す
。
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。
　
（
広
報
課
）
　
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
！
一

ト
職
員
か
募
集
し
ま
す
。

　
▼
募
集
人
数
…
若
干
名
▼
勤
務

日
・
時
間
・
・
一
月
曜
日
か
刄
虚
日

ま
で
の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５

時
ま
で
▼
賃
金
上
〈
千
三
百
三
十

円
（
日
額
）
▼
申
し
込
み
・
：
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

保
健
婦
免
許
証
の
写
に
巻
添
え
４

月
８
日
㈹
ま
で
に
職
員
課
へ
。

　
詳
し
ぐ
は
、
職
員
課
（
き
⑩
3

1
4
1
）
ま
で
。
　
（
職
員
課
）

　
年
金
受
給
者
の
現
況
証
明

　
　
郵
便
請
求
出
来
ま
す

　
年
金
受
給
者
現
況
届
の
証
明
は
、

郵
便
で
瓦
ｍ
求
出
来
ま
す
。

　
▼
請
求
方
法
・
・
・
証
明
用
は
が
き

　
（
受
給
者
氏
名
・
住
所
欄
は
必
ず

記
入
の
こ
と
）
と
于
数
料
（
一
通
百

円
）
分
の
郵
便
定
額
小
為
替
（
郵

便
局
に
あ
り
毒
了
）
、
返
信
用
封
筒

　
（
6
0
円
切
手
を
は
っ
た
も
の
）
を

入
れ
て
、
宇
治
市
役
所
市
民
課
（
〒

Ⅲ
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3
）
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
　
（
市
民
課
）

　
体
力
テ
ス
ト
判
定
員

　
　
　
養
成
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
2
0
日
間
、
午
前

９
時
半
膏
け
付
け
▼
と
こ
ろ
…
菟

道
第
二
小
学
校
▼
受
講
料
・
・
・
千
七

百
五
十
円
▼
内
容
・
：
講
義
、
実
技
、

筆
記
テ
ス
ト
。

　
講
更
翠
修
了
し
、
テ
ス
ト
に

　
Ｏ
お
お
む
璽
〈
十
五
歳
以
上

の
在
宅
寝
た
き
ひ
老
人
や
、
痴

ほ
う
性
孝
令
界
護
し
て
い
る

家
族
が
、
疾
病
や
冠
婚
葬
祭
な

合
格
し
た
人
は
、
闘
日
本
体
育
協

会
公
認
体
力
テ
ス
ト
判
定
員
の
資

格
が
得
ら
れ
ま
す
。
（
市
民
体
育
課
）

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
1
3
日
面
、
午
前

８
時
1
5
分
国
鉄
宇
治
駅
前
に
集
合

▼
コ
ー
ス
・
：
国
鉄
宇
治
駅
↓
天
理

駅
↓
石
上
神
社
↓
長
岳
寺
↓
崇
神

天
皇
陵
↓
大
神
（
お
お
み
わ
）
神

社
↓
国
鉄
三
輪
駅
の
約
1
3
＊
□
▼
準

営
叩
・
・
・
弁
当
、
水
筒
。
雨
具
な
ど

　
（
交
通
費
各
自
負
担
）
▼
問
い
合

わ
せ
↓
翁
長
次
さ
ん
（
豊
⑤
3

6
3
3
）
へ
。

雨
天
の
場
合
は
、
四
月
二
十
日
○

に
延
期
し
ま
す
。
（
市
民
体
育
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
４
月
Ｈ
日

吻
＝
木
幡
公
民
館
、
４
月
2
5
m
i

＝
宇
治
公
民
館
。
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
廃
棄
物
の
処
分
料

　
４
月
１
日
か
ら
改
定

　
凹
落
廃
棄
物
処
理
公
社
の
処

分
料
が
、
四
月
一
日
か
ら
改
定
さ

れ
て
い
未
了
。
詳
し
ぐ
は
公
社
事

務
局
（
豊
⑩
2
8
0
7
）
ま
で
。

　
な
お
、
四
月
七
旦
四
は
設
備
点

検
の
た
め
、
午
前
中
業
務
は
休
み

未
了
。
（
剛
宇
治
廃
棄
物
処
理
公
社
）

護
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
新
た
に
、
在
宅
の
虚
弱

老
人
の
場
合
で
も
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
Ｉ

在
宅
老
人
短
期
保
護
制
度

　
　
４
月
１
日
か
ら
一
部
改
正

　
四
月
一
日
か
ら
、
こ
の
制
度

か
莉
用
ず
る
場
合
の
対
象
や
要

件
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
。

ど
の
社
会
的
理
由
の
外
、
私
的

な
理
由
で
自
宅
で
の
介
護
が
困

難
な
握
も
、
そ
の
老
人
か
将

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
一
時
保

時
保
護
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
所
時

の
経
費
や
申
し
込

み
方
法
な
戸
譚
し

ぐ
は
、
福
祉
事
務

所
福
祉
課
考
人
福
祉
係
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
　
（
福
祉
課
）

　
き
よ
う
四
月
一
日
か
ら
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
が
施
行
。
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
労
働
基
準

法
の
一
部
が
改
正
、
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
働
く
女
性
が
急
増
し
て
い
る
今
日
、
あ
ら

ゆ
る
雇
用
の
分
野
で
男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇

の
確
保
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。
関
係
者

は
法
の
趣
旨
を
正
し
く
理
解
し
、
対
処
、
改
善
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
「
男
女
犀
用
機
会
均
等
法
」

は
、
大
き
Å
侈
て
①
事
業
主

の
講
ず
べ
遺
沢
②
男
女
の
均

等
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
紛
争

が
生
じ
た
場
合
の
措
置
③
女
子

労
働
者
の
就
業
夕
援
助
す
る
た

め
の
措
置
に
ト
の
三
本
の
柱
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
。

①
事
業
主
の
講
ず
べ
き
措
置

　
〈
努
力
規
定
〉

Ｏ
募
集
・
採
用

　
▼
募
集
・
採
用
の
対
象
か
ら

女
子
を
除
い
た
り
、
不
利
な
条

件
の
設
定
を
し
な
い
こ
と

Ｏ
配
置
・
昇
進

　
▼
一
定
の
職
務
へ
の
配
置
対

象
か
息
孚
か
殴
い
た
り
、
不

利
益
配
転
を
し
な
い
こ
と
▼
昇

進
対
象
か
ら
女
子
か
際
い
た
り
、

不
利
な
条
件
か
設
定
し
た
り
、

昇
進
試
験
で
の
不
利
な
取
り
扱

い
を
し
な
い
こ
と
。

　
〈
禁
止
規
定
〉

○
教
育
訓
練

　
▼
業
務
に
必
要
な
基
礎
的
能

力
を
養
ラ
な
め
の
教
育
訓
練
で
、

女
子
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
差

別
的
な
取
り
扱
い
か
ず
る
こ
と

○
福
利
厚
生

　
▼
各
種
資
金
の
貸
に
付
け
や

金
銭
の
給
付
な
ど
で
、
女
子
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
差
別
的
な

取
り
扱
い
か
ず
る
こ
と

○
定
年
・
退
職
・
解
雇

４月１日から施行
男女雇用機会均等法

労働基準法(一部改正)

働く女性の雇用均等化へ

労働基準法(一女子労働者関係－)の主な改正内容

　
▼
女
子
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
、
定
年
、
解
雇
に
つ
い
で
差

別
牽
ず
る
こ
と
▼
就
業
規
則
な

ど
で
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
を

理
由
に
し
た
退
職
制
度
を
定
め

る
こ
と
▼
労
働
基
準
法
の
規
定

に
よ
る
産
前
産
後
の
休
暇
を
取

っ
た
と
し
て
解
雇
す
る
こ
と

②
紛
争
が
生
じ
た
場
合
の
救
済

　
措
置

　
事
業
主
と
女
子
労
働
者
の
間

に
、
男
女
の
均
等
な
取
り
扱
い

に
つ
い
て
紛
免
尿
Ｉ
だ
場
合

の
、
解
決
の
た
め
の
措
置
を
規

定
し
て
い
ま
す
。

　
▼
苦
情
の
自
主
的
解
決
▼
府

婦
人
少
年
室
長
に
よ
る
紛
争
の

解
決
の
援
助
▼
機
会
均
等
調
停

委
員
会
に
よ
る
調
停

③
女
子
労
働
者
の
就
業
を
援
助

　
す
る
た
め
の
措
置

　
▼
女
子
労
働
者
の
就
業
を
容

易
に
す
る
た
め
に
、
育
児
休
業

の
奨
励
な
芦
種
々
の
援
助
措
置

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
◇

　
な
お
、
詳
し
い
内
容
は
次
の

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ｏ
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
関
係

＝
京
都
婦
人
少
年
室
（
豊
０
７

５
剛
0
5
0
4
）
へ
。

ｏ
労
働
基
準
法
関
係
＝
京
都
労

働
基
準
局
（
ａ
０
７
５
帥
3
2

1
1
）
ま
た
は
、
京
都
南
労
働

基
準
監
督
署
（
豊
０
７
５
剛
8

3
2
1
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

項目 改正前 改　正　後

時

間

外

休

日
労
働

①時間外労働の制限

　１日　2時間以内　G

週　6時間以内

j

　1年150時間以内

②休日労働の禁止

・管理職、専門職(公H.会計士、医

　師、弁護士、薬剤師、システムェ

　ンジニアなど)は工X2)共に制限を廃止
・工業的業種では、①の内１日２時

　間の制限を廃止・非工業的業種では、―定範囲て制

　限緩和

　①では4週24時間､年間i5o時間まで

　②では4週1日まで

　ただし、旅館、飲食業などは2週G

2時間、年間150時間まで｡休日労

丿

　働は禁止。

深

夜

業

禁　　　ih
(一部例外有)

・管理職、専門職は制限廃止

・深夜業か必要な一定業務の短時間

　労働者は制限を廃止

　弁当.調理パンなどの製造､新聞(

配達などに従事する1日６時間以

丿

　内の労働時間の人。

・労働者の申し出に基づき事業主が行

　政官庁の承認を受けた人は制限解

　除

　(一般乗用旅客自動巾運送事業)

産生
前

産理
後
休休

業
等暇

産前・産i*それぞれ

６週間の休業等

・多胎妊娠の場合は産前10週間

・産後は全て８週間

妊産婦の請求で時間外労働などは禁止

生理日の就業が著し

く困甦などの場合に

女rの請求で付与

・生理日の就裏が著しく困難な女子

　が休暇を請求した時は. 就業禁止

575

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
狂
犬
病

予
防
注
射
曳
四
月
十
四
日
か

ら
左
表
の
日
程
予
仔
い
未
了
。

飼
い
主
は
、
必
ず
最
寄
り
の
会

場
で
犬
に
注
射
を
営
げ
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
今
回
に
狂
犬
病
の
予
防
注
射

と
登
恕
手
れ
ば
、
来
年
三
月

ま
で
哲
禦
ず
。

　
費
用
は
、
一
匹
に
つ
い
て
四

狂
犬
病
の
予
防
注
射

　
　
　
1
4
日
か
ら
市
内
3
3
会
場
で

千
八
百
円
（
登
録
料
二
千
百
円
、

注
射
手
数
料
二
千
三
百
円
、
注

射
済
票
料
四
百
円
）
で
す
。

　
あ
･
Ｓ
ｉ
Ｓ
-
ｉ
ｙ
め
は
が
き
を
お
送

り
し
て
い
る
人
は
、
必
要
事
項

月　日 時　間 会　　　　場

4/14
　卯

9

13
14

30-

30-

30～

１

４

５

30

10

30

広野集会所(大久保小肋)
旦　椋　公　会　堂

伊勢田At 集会所

4/15
　(勾

９

10

13

30-

20～

30-

○
１

５

00

30

15

国鉄新田駅前

名　木　集　会　所
閤　公　民　分　館

4/16

　團

9

10

13

15

30-

50-

30～

20-

０

１

４

５

30

30

50

40

東木幡集会所

北木幡集会所

御蔵山集会所

木幡熊小路集会所

4/17
　困

９

13

30～11

30-15
30
30

小　倉　公　民　館

南　陵　集　会　所

4/18
　ほa

9

13

14

30-

30-

40～

１

４
５

30

20
30

城m荘集会所

運　池　集　会　所
小倉山際町内会集会所

4/21
　vn

９

13

30-11

30-15
30
∽ 西小倉集会所

4/22
　(幻

9
13

14

30-

30-

15-

１

４

５

30

00

10

東宇治中学校

南木PS 集会所

南部Hi角集会所

4/23
　困

9
9

10

13
14

30-

55―
35～

30―

50-

９

０

１

４

５

45

10

30
30

40

善　法　集　会　所
白山神ti山門前

農協大久保支店前

紫ヶ丘公民分館

砂　田　集　会　所

4／24　ｍ
9

13

14

30-

30-

15-

１

４

５

30

00

10

木幡公民分館(木≪神仕内)
三室戸集会所

明　星　集　会　所

4／25
　６

9

10

11
13

14

30-

20～

20-

30~

30-

０
１

１
４

５

∽

00

40

10

50

志i≫川公会堂(消tn具庫前)

農協HI島支店前

東目川公民館

折居台北集会所

宇　治　保　健　所

4/28ぴl) 9:30～16:00 炭山･笠取･二尾･池尾

を
記
入
し
て
当
日
必
ず
持
参
し

Ｖ
Ｊ
v
だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
「
犬
の

所
有
者
は
、
・
毎
年
一
回
狂
犬
病

の
予
防
注
射
を
犬
に
舜
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め

ら
元
て
い
未
丁
。
こ
の
機
会
に

受
け
ら
れ
な
い
握
ぼ
、
獣
医

師
か
ら
必
ず
受
け
で
Ｉ
だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
は
、
一
度
発
病
す
る

と
助
か
る
ほ
込
み
が
な
い
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。
予
防
注
射
を

蓉
旨
せ
て
安
心
し
て
犬
を
飼

い
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
会
場
で
の
犬
の
ふ
ん

便
な
戸
ほ
、
飼
い
主
が
貴
任
を

持
っ
て
必
ず
処
理
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

　
予
防
注
射
の
問
い
〈
お
せ
は
、

宇
治
保
健
所
（
Ｓ
⑩
2
1
9
1
）

ま
た
は
市
環
境
保
全
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）



　　　献血

●４日（宇治保健filTlO時～正午・南京都信用

　金庫本店13時半～15時半）、18日（〈株〉関

　西西友宇治店10時～正午,

13時～15時半）、

　26日（城南高等学校10時に正午、13時～15

　時半）。

　　飼えなくなった犬・猫の引き取り

●8

a

(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇

　治保健所11時半着）｡その他、毎週月曜日

　（午前９時～10時半）宇治保健所で実施。

　　　相談あんない

●青少年相談(18日、市民会館13時～16時）。

●京都府交通事故相談（2日、16日、京都府

　宇治地方振興局a@2049、9時～16時）。

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠障

額の算定など、お気軽にご相談ください

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政一人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は, 61年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で。教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（豊⑩8698)

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

金曜､日の９時～16時に総合福祉会館２階

の老人福祉センター（S⑩5652）で。

ト
昨
年
の
宇
治
川
さ
く
ら
ま
つ
り

　　　催し物

　・野点席･茶そば･伏

見銘酒利き酒大会・地

場産品特売コーナー・

炭山陶器まつり・伝統

工芸名陶展示コーナー

・宇治川まつり・その

他(遊覧船､郷土物産展

示即売コーナー、植木

市、露店など)。

４
月
1
2
日
出
・
1
3
日
㈲

　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

塔
の
島
一
帯

　
　
観
光
セ
ン
タ
ー
で

●前売り券…1,300円、（お茶券･そば券･名陶抽選券･遊

　覧船またはﾎﾞｰﾄ割引券・京焼即日抽選券付き）。

●前売券販売所…市観光センター、宇治市観光案内所、

　宇治商工会議所、京阪交通杜各営業所。
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宇
治
市
中
央
図
書
館
（
Ｓ
⑩
1
5
1
1
）

麟　１ 小学校
小
学
校

分
館
前

憚
社

社

宅
前

ｌの

ジ通
　り

/b
学校

田

緑

地

子
校
'1-
箆 誓
堂前

マ箆

門

ﾉU
童
公

園

/｣｀
霖

a

場
横

人

駐
車
場

駐
車

場

濤

前

子
校
子
校
コ
瘍
園
上

ノレ

/I｀
学

校

ヱ

堂
前

Ｗ
所 ﾚ」 ,問い合わせ…宇治観光協会(S!§)3334)

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）　　　　　　　　　　　　　　　　し　尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）　　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除

　　　　　　　　　く西裏・茶屋裏）1　　17　大久保町（北ノ山、山ノ内．南ノロ、大竹、上ノ山、

　　　　　高十４俘急診?t宝r?1～32 腫)

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟il・炭山・王取mm
１　　91　　西浦一釈　ffi聞　^賢所回ffSS　ffrﾕfe-as
９　　99　l亘登r柔stじ蘆si　目石Bm　忿x£　ト衣↑　~K／＼ﾌAtmf　^J又

Ｑ　　0'^　古ｍ一然　31BT　-as　fJ ノ内（植H飛加）
４　　児　古m　*rli　出「l「用鉾じ」西i　S宏（国許ﾚ」向）≫トり｛困妖以四Ｊ

　　　　　安田町（全域）　　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中
　　　　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）

2　　18　開　　町（国道筋）　　　　　広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派

　　　　　　　　　出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　　　　大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

Ｑ　　りCi　iロ伯rR1弛CI否ゝ　沿恒t匹逗し由^　皐腎　一本刃|　　器召|　一否m―乱
7　　26　西浦(国鉄以東)、三番f 苓ノ宙n府省函翻ii")　南lSf用鈴Pi蛋')

只　　9≪　苫ノ古r吽堆じ]宙へ「r昭公　fSrhf A 1　ﾛｺお-（Aつ甕ケF-）

Ｏ　　Qn　古lllC口^　AS I白
in　i;／i　　rSlll帽l　Hl-rli閣　十酋iscms牛じm^　□iぶ寸C司Rﾚi駒）sitｺc［s灰^-よ昶瓦:^ca-i褐
11　^／9　A＼-白　tらm　さ↓乙S.　/自a

　　　　　　宇　　治（半白）　　　　　　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）
3　　21羽拍子町（国道筋）
　　　　　　伊塾田田T 臼山　大谷　若林、井尻、中山、毛IS）

19　　　　茸揃　去狸　師プ内（国鍔ﾚj申）柵園　ffiorts山　剔山ﾋa　dC凶嘲　止甲U凶勁以宋ﾉ、BJ皿　印
1/t　　　　　Hk細sS山「平Mゝ　巾寂nn衣｜||　HT↑t　余S阻「　ffl圃「　以LL｣々J次

　　　　　　正中(国鉄以西)．西中一部、東中(国鉄以西)、陣^内(国政以四、凹原、偲ボ、仰ノホ則、
15　　　　-ll-.包　一丁日　*l.ノi+町　mm町

　　　　　　　小倉町（南浦、山際、京銀前から南足信前までの市

　　　　　　　　　　　道筋以南の西浦）4　　22伊勢田町（遊田、砂田）
　　　　　　　丙大次俣府賞倖宅m～i'i棟

^R　　　　　内相　丙由　山対Γμ鉾じ;自）｀大‘*白Fi（H≫ﾚ内）ヱ腎ノ吏　四m　月S/i^き、用哺'.!欽以日ノ

17　　　　　-k-Ui　≪5i太　十ノEま3（円笛･レl向).pm/PS一台|ゝ
19　　　　寺界道、古Jl 丙m　廿ノ｢P　m添　谷前　丙浦一部　経林呂有坦　大杯一郎

　　　　　小倉町（蓮池、堀池、南堀池、足銀前かり雨足信朋

7　　23　　　　　　までの市道筋以北の西浦）
　　　　　紐赦m町白釘滋fflら

白|||.';＼rぞ嗇|||．冨i'首・串ごム・友a日日・nz野ｰT・開HT●実久僅町地m

ワ　　9fi　　mis　澗こ/B?　Ht石　*匹　胞／｜｜

　　　　　棋島町(全域)
8　　24　小倉町'(近鉄以東の新田島)　　　　　宝　　冶f百ノ肉　蒔,h　用鈴じ-ii-.のffil自･ 天神)

　　　　　北ノ山、山ノ内．上ノ山、大竹、茶屋畏、久保、南ノロー鄙、白畏、寺山咽妖以四八
8　　28　キ,ば習^固同心

　　　　　木　　幡(平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ
9　　25　　　　　　内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山
　　　　　　　　　棚　曰姓i｀i古ふ7e[tｺ.宙[tｺき

　　　３　　寺山ヽ大開‾部ヽ宮谷ヽ尖山‾部ヽ丸山ヽ-s山(府逗以南．市逗以宋入甲品ヽ
９　　０　石慨仔,|｀､故当;苗hi;;沢51

in　く／1　　翁≪　　田ih　白片で公　四附T　ムiSCl、疸匹-,函nじ由^　SHh.一肖1

　　　　　　六地蔵･（全域）　　　　　　木　　幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、’
10　　26　　　　　　中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中

　　　　　　　　　　・東中）　　　　　　五ヶ庄(広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

11　に/り　/k玄はs　-Jria一S（　iこ|||-∃　だim　Sif　srse(了(閑針‘ふi阿り/匹丿
　　　　　　宮東(城南荘本通り以東)、野神、大谷、弐番(府道&.南)、大合山Q権見町入琵琶、
12　　　　芸杏μra但じJiSi　￥茨心外こJ由')

ｌｊ　　　　　F陪　歪μﾆ　再t　岫憑　ぷvs　註!剛用鍔レl由】ts川
1に　　　　　芯蒋　7玄百肉　V垢　r im　≪r吝　r二qI　令W戸　I i瓦富砥　Ⅲ甲　天工日八、炒兄、心犀川

　　　　　　木　幡（熊小路）　　　　　　五ケ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

　　　　　　　　　原、壇ノ東、寺界道、野添、大林．梅林、西
11　　28　　　　　浦、新開、平野、折坂、福角．－・二・三番
　　　　　　　　　割、国鉄以西の芝ノ東、高峯山）
　　　　　　爺　　道(平町）

　　　　　　森本(国鉄以東)、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門副、只川、t=肋、
16　　　　仙ifi　公"F心ほi弧i;)*"i　出｢lcra蛉w^i

①

　し尿収集の届け出を

　家族や同居人に増減があっ

たり転出転居、浄化槽設置な

どで、し尿収集届出に異動が

あったときは市役所清掃事務

所へ届け出てください。

　　(城南衛生管理組合)

/＼＼貪町・伊鵠田町・植島町・宇治・羽恒子町地域

1　　21裂濡仏需紅告甑次悍沁昌雪?‰(BilHit)　　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚．
　　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）

　　　　　　菟　　道（平町を除く全域）
12　29　明星町（全域）

　　　　　　志津川（全域）
　　　　　　羽戸山１～４丁目）　　　　　　宇　　治（山本、乙方、東内、又振、山田）

９　　■59　毒内　mm
Q　　9Q　南刻池（本辿り以iに）、詮屈!(.ぷ廻りi以剛ノ

j　　9/1　　南召沁r十和　fflcｺi　Mm

　　　　　南遊田．遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一鄙、中ノ荒、升尻
5　　25　巾ノ田、名木、遊面、安田町全域

　　　　　　宇　　治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
　　　　　　　　　　塔川、善法、東山、下居、琵琶．野神、弐番、

　　　　　　　　　　池森、米阪．矢落、若森、国鉄以南の天神）
14　　30　天神台１～３丁目
　　　　　　白　　川（全域）
　　　　　　折居台（全域）

　　　　　　中山(近鉄以東)、大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪．m冊、
7　　26 大町　大川原　中川m.(大川原線以西)、石橋(大川原線以西)

Ｑ　　98　　dｺ，hC'斤蝕ｸJ蛋S卜　^m　芒丿太
Ｑ　　■?n　iH拍早田T
in　t;/i　　才≫r自讃i利口　湘石　米IJ?　itPiS.

11　5/2 継A
･ B ･ C ･ )団地、中央台、西山(国道以酉)、

　　　　　小倉町（奥畑）
　　　　　南陵町（全域）　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）

15　5/1 摯　訓頷‰'s、９一3!）

　　　　　琵琶台（全域）　　　　　広野町（小根尾一部）

19　　　　　Faノ内　午瓦f国鋳以廿）右森（国鉄以北）里尻1国妖以北ﾉ、/μ女

1/1　　　　　軍日川　丙日川　函灰今（n～ｌのi肉りSでJ
ic:　　　　　山茨公(i (乃i雨りじ川～ist乃i雨りまで）
IK　　　　　市浦nm～iin　R4～9S　30～33). 大只団丿現、山原一as

17　　　　　由im　丙浦一照　mm田一部（冊鉄以内）

　　　　　　山際．半白、薗場(大川原線以北)、大幡、北内．門口、防耳、
18　　　　郡　石me大川原線以東)

　　　　　開　　町（国道筋を除く全域丿
16　5/2　広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）
　　　　　丙少な俣府堂倖宅白～mm') IQ　　　　　去ノ大　玖俘　西山r用這じ爾）寺内一部　諌m

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
4
月
分
）

第
1
0
回
　
宇
治

川
さ
く
ら
ま
つ
り移

動
図
書
館

4月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

一
日
吻 日
南
日
脚

’
日
面
日
南

‘
日
脚

，
日
６
日
南

日
出
．
日
６

Ｊ
日
…
困

日
南
日
叫
日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

－

北
棋
島

広
　
野
‘

開
伊
勢
田

蔭
　
山

棋
　
島

南
小
倉

緑
ヶ
原

平
盛

西
大
久
保

大
久
保

遊
　
田

南
陵
町

北
小
倉

明
星
町

志
津
川

黄
　
案

木
幡
岡
　
屋

福
　
角

東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

地
　
区

４
・
０
　
５
・
０

―
・
Ｏ
～
１
・
３
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‥
0
0
Ｓ
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‥
0
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３
・
０
　
４
・
０
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・
３
ｊ
ｌ
・
３

４
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
―
・
０

５
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
２

1
0
‥
0
0
～
1
1
祐

４
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

1
4
一
4
0
Ｓ
1
6
‥
0
0

３
・
０
　
４
・
０

Ｉ
・
３
～
１
・
２

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

―
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
３

Ｏ
・
０
　
１
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

1
4
‥
0
0
ー
1
6
‥
0
0

４
・
０
　
５
・
０

１
・
２
Ｓ
Ｉ
・
２

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
ー
ー
・
０

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
～
―
・
０

４
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
～
１
・
３

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
２

1
4
‥
3
0
～
1
5
‥
4
0

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
1
0

1
4
‥
2
0
～
1
6
‥
0
0

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
0
0

駐
車
時
間

北
横
島
小
学
校

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

伊
勢
田
神
社

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

南
落
合
1
2
の
通
り

八
木
ガ
レ
ー
ジ
’

南
小
倉
小
学
校

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

酉
小
尽
中
学
校
北
門

南
隙
第
２
児
童
公
園

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

万
福
寺
駐
車
場

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

南
部
小
学
校

梅
垣
タ
バ
コ
店
前

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

駐
車
場
所

雨天決行
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